
厚木警察署

煤 ヶ谷駐在所

編集 *渡部

1〕EL 046-223-0110

～被害に

○
　
留
守
番
電
話
の
設
定
の
お
願
い

特
殊
詐
欺
の
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
の
固
定
電
話
に
架
か
っ
て
き

ま
す
。

特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
効
果
的
な
の
は
、
犯

人
か
ら
の
電
話
に
出
な
い
こ
と
で
す
。

是
非
、
留
守
番
電
話
の
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
　
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
電
話
機
等

へ
の
変
更

迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
電
話
機
と
は
、
電
話
を
着
信
し
た

際
、
呼
出
音
が
鳴
る
前
に
、
相
手
に
対
し

「こ
の
電
話
は
犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
、
通
話
内
容
を
録
音
し
ま
す
。
」

旨
を
告
げ
る
な
ど
、
犯
人
が
最
も
嫌
う
機
能
を
有
し
た
電
話
機
で

す
ｃ

迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
電
話
機

へ
の
変
更
を
御
検
討
く
だ

さ
い
。

○

　

『
電
話
で
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
　
言
わ
れ
た
ら
　
そ
れ

は
サ
ギ
！
』

○
　

『
サ
ギ
撲
滅
の
２
本
柱
』

①
　
こ
ん
な
言
葉
を
電
話
で
聞
い
た
ら
サ
ギ
だ
！

「急
に
お
金
が
必
要
！
用
意
し
て
！
」

「キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り
ま
す
。
」

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
医
療
費
を
還
付
し
ま
す
。
」

②
　
留
守
番
電
話
設
定
の
お
願
い
！

「犯
人
は
留
守
番
電
話
を
嫌
い
ま
す
。
」

「常
に
留
守
番
電
話
設
定
を
！
」

「留
守
番
電
話
が
作
動
す
る
前
に
取
ら
な
い
で
！
」

「迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
機
器
の
購
入
検
討
を
！
」

○
　
く
卜
８
一防
災
速
報
に
登
録
し
よ
う
！

く
●ゴ８
一防
災
速
報
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
エ
リ
ア

（３

箇
所
）
や
現
在
地
で
の
特
殊
詐
欺
の
入
電
状
況
を
把
握
で
き
る

ほ
か
、
ひ
っ
た
く
り
や
不
審
者
情
報
等
の
防
犯
情
報
も
受
信
で

き
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

安全・安心まちづくり旬間
(全国地域安全運動)の実施

と

の

て
を

よ

ぞ晨了蓋
英讐ぞT

霧こ
こわ

る

る
く

自主

◎

し

の

お
授
に
こ

芋す!

の
作
く

に
あ
い
ら

と
と
つ
た

ひ
ち
て
つ

の
だ
れ
な

ち
も
さ
く

い !

て
や

し
お

通
そ
で
い

見
お
み
な

ら
る
る
け

してい

8月 中旬か ら 9月 中旬までの事件 は、
空き巣等、侵入盗などの事件の発生はありませんでした。

今月は、何度も広報している特殊詐欺について掲載 しましたが、
こんな悪知恵には編されないで欲しいと願 うばかりです。働く事
もなく、何にも社会に貢献することなく、何ら生産する事無く、
人を用して生きるなんて、自分の人生に嫌にならないのでしょう
か。犯人には、改心して真っ当に生きて欲しいです。
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令和 2年 10月煤ヶ谷駐在所だより
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